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未来予測を中核とする中学校社会科の授業設計
一事実認識に基づく設定型問題の追究を視亟として－
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渥　美　寿彦
(宮城県女川町立女川第一中学校)

Ｉ　はじめに

これからの社会は
，激しい変化が予想される。

学校教育においては
，子どもに対し，こうした変

化に柔軟に
，しかも主体的に対応し得る資質や能

力を育成していくことが求められる
。

しかし
，これまでの社会科授業はどうだったか。

もっぱら過去に問題とされたものや
，現在問題と

されている社会事象を取り上げ
，その現状をつか

ませ
，その原因を探究させ，あるときには心情的

に共感させて解決策を見出させるといった授業構
成が主流をなしてきた。

この点について
，小西正雄氏もこれまでの社会

科授業のみでは
，いまだに生じていない問題を発

見したり
，予見したりする能力の育成にはつなが

らないと批判している
。そして，問題化能力，問

題発生予見能力
，未然防止能力の育成などの必要

性を説いている1)
。しかし，氏のいう社会的問題

とは
，個人の行動の帰結として生じるものを意味

し
，社会をミクロなレベルでしかとらえていない。

つまり
，社会をマクロにとらえ，われわれが拘束

されている社会の動きによる
，意図せざる変化に

よって生じるものとしての社会的問題という視点
が欠如している。

そこで
，社会を対象化してとらえ，これから生

起するであろう社会的問題を予測し
，それを追究

の対象としていくことが必要である
。つまり未来

の社会的問題の追究である
。そして，来るべき社

会の問題状況に適切に対処できる資質や能力を培
い，未来への主体性を確立させていかなければな
らない。

-

本稿では
，社会認識形成を保証し，前述した従

来の社会科授業の課題を克服する方途が
，未来予

測を中核とする授業であるととらえ
，その授業設

計の理論と授業モデルを提案する。

Ｈ未来予測を中核とする社会科授業設計論１．未来予測の２つの側面

未来予測を中核とする社会科授業は
，どのよう

に設計すればよいのだろうか
。このことを考える

場合
，まず，未来予測をどのように捉え，それを

どう授業展開に反映させていくかについて整理す
る必要がある。
先を読むこと

，つまり未来を予測するための条

件を説いている堺屋太
一氏の論は，未来予測を中

核とする授業を設計するに際して
，重要な示唆を

提供している2）。

氏は
，未来を予測することを「『次』を感じる」

と表現しながら
，そのための条件として，豊かで

整理された情報とそれに基づく原理の発見
・把握

の必要性を説いている
。このことは，未来予測の

条件として
，質の高い知識の獲得が必要であるこ

とを示唆するものである。

すなわち
，未来予測の第１の側面は，確かな事

実認識を基礎に
，時代を超えた社会事象の説明を

可能にする原理つまり概念的知識の発見に基づく
科学的

・合理的な未来予測である。

さらに氏は
，未来の予測には，原理や法則を適

用するだけでは限界があることを指摘し
，厂感」

つまり人間の感覚の重要性を説いている
。このこ

とは，未来予測には，これまでの経験を脱し，個

65－



人 の創造性 が許容 さ れ， 尊重 さ れなけ ればな らな

い ことを示 唆す る ものであ る。

す なわち未来予測 の第 ２の側面 は，個人 の「‾感」

つ まり感覚 に基づ く創 造的 な未来予 測で ある。

以上 ，堺 屋氏 の論を もと に， 未来 予測 の ２つ の

側面 につい て述 べた。氏 に よれば， 未来予 測 は，

第 １ の側面 か ら第 ２の側面 へと連続 的 に展 開， 発

展 させ ることが重 要で ある としてい る。

２． 未来予 測 の２つ の側面 と社会科 授業 の展開

（１） 科学 的・合 理的な 未来予 測と 設定型 問題

で は，未 来予測 の第 １ の側面 であ る概念 的知 識

の発見 に基 づ く科 学的 ・合理 的な未 来予測 を社 会

科 授業 に取 り入 れる にはど うす ればよい か。未来

への主体性 の確立 とい う観点 か らす れば， 未来 に

お いて生起 す るであ ろう社 会的問題 を追究 さ せる

必 要があ る。 これ につ いて 考え る場 合， 佐藤允一

氏 によ る 厂問題」 の ３つ のタイプ の分類 は，大 い

に参考 になろ う。

佐藤氏 は，経 営学 の立場 か ら 匚問題」 を 匚目標

と現状 との ギ ャップ であり， 解決 す べき事柄」 と

定義 し， 図 １に示す ように， 考え る時点 から見て，

匚発生 型」， 匚探索 型」，「‾設定 型」 の ３つ の タイプ

に分類 してい る3 ）。

過去　　　　　　　　　　 現在　　　　　　　　　　　 未来

廴　　　　　　　 ｜　　　　　 人　　　　　 ｜　　　　　　　　　 ノ
Ｙ　　　　　　　　　　　　　　 Ｙ犬

図１「問題」 の３つのタイプ4）

発生型問題は，すでに発生している問題であり，

その解決のためには，その処置を考え，次になぜ

そのような問題が発生したのかの原因分析が必要

となる。

探索型問題 は，現在特に問題が発生しているわ

けではないが，目標を現在よりも高く置くことに

よって，意識的にギャップをつくりだすタイプの

ものである。

設定型問題 は，今 までにない全く新しい目標を

設定する場合の問題である。つまり未来から発想

して現在何をすればよいかを考えるものである。

この問題は，将来の環境変化のヨミと当事者 の意

思との結合から生まれるもので，将来の問題を予

想して取り組む，変化を先取りする問題といって

よい。

氏の分類にしたがえば，これからの社会科で は，

積極的に未来 の問題である設定型問題を取り上

げ，追究させることが有効であり，意義あるとい

えよう。

なお，設定型問題 は，所与の学習問題としてで

はなく， また，子どもが学ぶ意義を認識できるよ

うにし， しかも現実的な学習問題とする必要かお

る。そこで，こうした条件を克服する方途として，

子ど もに確かな事実認識を基盤として，未来をも

予測可能な概念的知識を発見させ，それによって

科学的・合理的に未来を予測することで，設定型

問題を定立することに有効欧を見出すことができ

る。

以上から，概念的知識 の発見に基づく科学的・

合理的な未来予測 は，学習問題の設定つまり変化

を先取りする性格を有する設定型問題を定立する

授業展開の場面に位置づけることができる。

（２）「感」に基づく創造的な未来予測と意志決定

次に， 匚感」 に基づ く創造的な未来予測は， ど

うか。

設定型問題は，未来状況を想定して追究する，

いわば 匚もし～ならば」 という条件付きの問題で

ある。不確実性の強い未来の問題である設定型問

題を取り上げ，それに対する意志決定を行わせる

ならば，自由で創造的な未来 の予測が許容され，

尊重されなければならない。しかも，問題に対す

る意志決定は，教師主導の他律的なものや，集団

で合意形成を図 っていくものではなく，あくまで

子ども個々が主体的に行うものでなければならな

い。 このような意志決定を保証することで，来る

べき社会的問題 に適切に対処できる能力 の育成と

未来への主体性 の確立を図ることができる。

以 上のように， 厂感」 に基づ く創造的な未来予

測は，未来の問題である設定型問題について，そ

の未来状況下においてどのような事態が起こり得

るか，どのような影響が出るかなど，既有の知識

を生かして自由に予測させる授業展開の場面に位

置づけることができる。そして， こうした具体的

追究を根拠に，主体的な意志決定につなげていく。

（３）未来予測を中核とする社会科授業の基本型

これまでの論を踏まえ，未来予測を中核とする
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社会科授業の基本型を以下の図２に示す。

Ｉ。法則 の発見

確かな事実認識に基づ
く法則の発見・把握。

Ⅲ．設定型問題の追究

の
合
し

四

飛

と い う未 来

-IV. 意志 決定-
未来予 測 ① ② に基 づ く
意志決定 。 怦 すべきで

ある」「～ すべきでない」

図２未来予測を中核とする社会科授業の基本型

(筆者作成)

さらに，この未来予測を中核とする社会科授業

の基本型を構造化すれば，図３のようになる。

四 回
Ｋ

未来 の認識

うざす認識 の方向

二千 匸 過 去お よび
現在 の認識

図３未来予測を中核とする社会科授業の構造

（筆者作成）

Ｉ は過去および現在の事実認識の過程である。

ここでは，法則・理論である概念的知識の発見・

把握をめざして，記述的・分析的知識から説明的・

概念的知識へと，より説明力のある質の高い知識

の獲得が図 られる。

皿からIｖは未来の認識過程に当たる。ＨはＩで

獲得した法則に基づいて科学的・合理的に未来予

測し，厂もし～ ならば」 という未来状況を仮定し

た設定型問題を定立する。さらに，Ⅲでは，ｎで

導出した未来状況下 において，どのような事態が

生起するかについて創造的に予測する。そして，

最終段階のIｖにおいて，ＨおよびⅢの未来予測を

もとに，設定型問題 に対して 匚どうすべきか」，

匚どうすべきでないか」の意志決定を行う。

未来の認識を逆ピラミッド構造で示しだのは，

未来はどうなるか不確実であって，Ｈよりもｍ，

ⅢよりもIｖと，開かれた認識が保証されなければ

ならないからである。

Ⅲ 未来予測を中核とする社会科授業展開モデル

本章では，未来予測を中核とする社会科授業が

どのように展開できるかについて，前章の図２を

具体化する形でモデルを示すことにする。

１。１．法則の発見一概念探究過程の並列化

科学的・合理的な未来予測を可能にする法則，

つまり概念的知識を抽出するためには，複数の具

体的社会事象についての追究を行う過程を組織す

ることが必要である。したがって，岩田一彦氏が

説く概念探究型の基本的学習過程5)を並列的に複

数組織することが有効である。

Ｉ。法則 の発見

概念的知識　－

皿　 皿

一 説明的知識Ａ　－

匣 亙 卜 匯 蓬 ］

な ぜ ？

概念探究過程 ①

説明的知識Ｂ

［置団 三五コﾛ

なぜ ？

概念探究過程②

図４　１．法則の発見過程の授業展開モデル

（筆者作成）

例えば図４のように，概念探究過程①において，

発見させたい概念的知識を含んだ典型的社会事象

Ａについて 厂なぜ」 と問い， その原因を探究させ

る。その結果，子どもは原因と結果の因果関係で

示される説明的知識Ａを獲得する。同様に，概念

探究過程②において，典型的社会事象Ｂについて

追究させることで，説明的知識Ｂを獲得する。 こ

のように，複数の説明的知識から帰納的に規則性

を発見させることで，法則である概念的知識を抽

出できる。

2. n. 設定型問題の定立（未来予測①）

一 法則の適用による科学的・合理的な未来予測

設定型問題を定立する場合， 厂もし～ならば」と

いう仮定となる未来状況を予測することが必要で

ある。そこで，前段階Ｉで獲得した法則つまり概

念的知識を適用し，未来状況を科学的・合理的に

予測し導出する。（図 ５）

そうすることで，子どもに質の高い知識の転移

可能性を実感させ，事実認識の重要性を認識させ

ることができる。 また，科学的・合理的な未来予

測によって導出し，明確な根拠をもって定立 され

た設定型問題は，子どもにとって切実な学習問題

として追究させることができる。
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ｎ。設定型問題の定立（未来予測①）
概念的知識

皿　 皿

厂ＡならばＢである」

適用

皿 皿
ならば

図５　Ｈ．設定型問題の定立過程の授業展開モデル
（筆者作成）

３．Ⅲ。設定型問題の追究（未来予測②）
一未来学の方法論を活用した創造的な未来予測
ｍ．設定型問題の追究（未来予測②）は，法則

を適用
して科学的・合理的に予測して導出した未

来状況
下において，「‾何か生起するか」，匚どうな

るか」などについて，創造的に予測させる過程で
ある。

個
人の創造性をもとに未来を予測することで具

体的な未来像を描き
，意志決定に生かしている学

問として未来学かおる6）
。そこで，この過程に未

来学の方法論を活用することが有効である
。

未来学では
，匚ブレーン・ストーミング」，匚デ

ルファイ法
」，匚未来の輪」，「‾クロス・インパクト・

マトリックス
」といった手法を，体系的に組織す

ることによって未来を推論する方法論を確立して
いる。

「ブレ
ーン・ストーミング」は，未来状況下に

おいて影響を及ぼすと思われる出来事や社会変化
について

，各自が自由に推論し，意見を述べるも

のである
。ここでは，どんなに非現実的と思われ

る意見でも
，思いつくものはすべて出し合い，互

いに批判し合うことは慎まれる。

「デルファイ法
」は，ブレーン・ストーミング

の段階で出された項目について
，可能性と重要性

の大小を数量化するものである
。ここでの目的は，

アンケ
ートを繰り返すことによって，ブレーン・

スト
ーミングの過程で出された多くの個人の直観

に基づく予測を絞り込み
，未来の方向を巡って，

参加者の間に共通の見通しを生むことにある
。

匚未来の輪（フューチャーズ・ウィール）」は，

デルファイ法によって検討すべき大きな項目が出
揃ったのを受けて

，それがどのような結果をもた

らすかを発生連関的に探るものである
。

厂クロス・インパクト・マトリックス」は，来

来の輪から導出された項目について
，どれがより

インパクトの大きい重要な項目であるかを探るも
のであるＯこの手法は

，各項目を図表化して縦と

横に分け
，その各々を掛け合わせ，その結果がプ

ラス効果をもたらすか
，マイナス効果をもたらす

か
，を検討していく。

教科の指導が
，学問の研究成果および探究方法

を子どもに習得させることを目標の
一つと考えれ

ば
，学問が開発してきたオリジナルな探究方法を

学習過程に組み込むことが重要である
。このよう

な意味で
，前述の未来学の方法論を活用すること

は
，子どもに未来予測の技法をも獲得させること

につながる
。また，子どもの自由で創造的な未来

の予測を許容しつつ
，論理的・整合的な問題追究

も可能となる。
以上から

，Ⅲ。設定型問題の追究（未来予測②
の過程を，図６のように組織する。

Ⅲ．設定型問題の追究（未来予測②）

ａ子どもの自由な推論(ブレーン・ストーミング)一一一一一一一一一一小集団

C発生的連関の把握(未来の輪)
小集団

b推論の絞り込み(デルファイ法)

dインパクトの測定(クロス･ｲﾝﾊﾟｸﾄ･マトリックス)
小集団

図６Ⅲ。設定型問題の追究（未来予測②）過程の授業
展開モデル　　　　　　　（筆者作成）

４．Ⅳ。意志決定
－シナリオ・プランニングの活用

ここでは
，Ｈ．設定型問題の定立（未来予測②）

およびⅢ
。設定型問題の追究（未来予測②）を受

けて
，設定型問題に対する意志決定を行う。その

際
，未来学の手法の一つであるシナリオ・プラン
ニングを活用する。（図７）

Ⅲの
ａ～dの過程を経て，大きなトレントを核

として事象間のネットワ
ークができあがる。これ

をもとに
，未来が具体的にどうなるかについての

シナリオを作成させる
。そして，そのシナリオを

受けて
，「～すべきである」，「～すべきでない」

という意志決定を行わせる。
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IＶ.意志決定

Ｈ。設定型問題 の定立

(未来 予測①)

況の把握による

Ⅲ。設定型問題 の追 究_

（未来予測 ②）

そ状況 下 にお け る事態6

Lﾘ。「 ～ とな る だ ろう」

シナリオ作成

シナリオ･プ ランニ ングの活 用に

る具体 的な 未来 象の把 握
↓

｢～ すべきである｣

｢～ すべきでない｣

図7 1V. 意志決定過程の授業展開モデル
（筆者作成）

IV 授業設計の実際

１．小単元について

事実認識に基づく設定型問題の追究を視r氛とし，

未来予測を中核とする授業設計の実際として，中

学校公民的分野 匚適切な課題を設けて行う学習」，

小単元 匚日本経済のあゆみと未来」を設計した。

授業モデルの構築にあたっては，堺屋太一氏 の

著書『知価革命』を もとに教育内容を設定した。

堺屋氏は，戦後の日本の経済活動を時期ごとに概

観しながら，その背景にある消費行動を視点とし

て，各時期の経済的特色を明らかにしている。ま

た，各時期の特色を帰納化することによって，人

間行動に関する一般原理を抽出している。そして，

抽出した一般原理を現状分析の結果に適用するこ

とで未来社会の大枠を予測している7）。

本単元では，概念探究過程を1950 年代半ばから

70年代初期までの高度経済成長期，高度経済成長

期以降の70年代，80年代に区分して組織する。そ

-

して，それぞれの過程で日本の産業の特色に関す

る説明的知識を獲得させる。次に，この３つの説

明的知識から，人間行動に関する一般原理を帰納

的に抽出させる。

さらに，90 年代に関する現状分析を行い，その

結果に概念的知識を適用する。こうして, 2000 年

以降の未来社会の大枠を予測させることで設定型

問題を導出させ，厂どのようなことが生起するか」

匚どのような影響が出るか」など，未来学 の方法

論を活用 した具体的追究を行わせる。そして，最

終的には，それらの追究を踏まえて，設定型問題

に対して，個々に主体的判断に基づく意志決定を

促す。

２．授業 モデル

（ い 小単元　 匚日本経済のあゆみと未来）

（２）学習計画（全17 時間）

第１次　高度経済成長とその要因 …………4R 寺間

一素材型産業の成長－

第２次　石油危機と日本経済

わたしたちの生活

３時 間

６時間

69 －

一素材型産業から組立加工型産業ヘー

第３次　産業構造の変化 ……………………４時間

－モノの消費からサービスの消費ヘー

第４次　日本経済の未来と

以下，小単元の主な問いと目標となる知識およ

び行動を示す。なお，概念探究過程Ｉ～Ⅲにおけ

る目標となる知識については，それぞれの中核と

なる問いに対応する説明的知識Ｉ～Ⅲのみ記述す

ることにする。

過 程 時 段　　 階 主な問い 目標となる知識および行動

概

念

探

究

過

程

Ｉ

１

？

２

情報収集

↓

情報 の分類 ・

比較

↓

学習問題 の発

見・把握

↓

予想 の提示，

仮説 の設定

↓

検　証

↓

まとめ

・第二 次世界大戦直後 の日本 の経 済

は， どのような状況だ ったのか。

・どのようにして経済復興 のきっか

けをつかんだのか。

なぜ， 日本 は第二次世界大戦で 経済的に大 きな被害を受 けたにもかかわらず，厂日本 の奇跡」

と呼ばれるような高度成長を成し遂げ ることができたのか。

○なぜ， 輸出が盛ん に行 われ工業製

品の売 上げを伸ばすこ とがで きた

のか。

○なぜ， 資源小国の日本が，多 くの

工業 製品をつくることがで きたの

か。

○ なぜ， この時期盛んに「規模 の利

益（ スケ ート メ リッル・）」 の追

求 が行われたのか。

○ なぜ，「規模 の利益」 の維 持が可

能 だったのか。

＠　1950 年 代半ば～70 年代初 期 の日本 の産業 は，高い国 際

競争力 とともに，石 油を主体 に豊 富安価 な資 源・農産物

に恵 まれた環境にあっ た。

こうした中で， 社会で は豊富な資源を たくさん使用し，

不足な労 働力 を節約 しようと する資源多消費・ 省力化 の

志向 が根付 き， それを可 能 にする「規 模の利 益（ ス ケー

ル・ メリ ット）」 の追求 など の技術進 歩や経営 の発展，

政府 の保護 政策が巧 みにかみあ ったので，経済 規模 の拡

大すなわち高度成長を成し遂げ ることがで きた。

【説明的知識Ｉ】

・1970 年 代の日本経済の様子を調べ

よう。



概

念

探

究

過

程

ｎ

５

？

７

情報収集

↓

情報 の分類・

比較

↓

学習問題 の発

見・把握

↓

予想 の提示，

仮説 の設定

↓

検　証

↓

まとめ

・70年 代は，ど のような産業が成長

したか。

なぜ, 1970 年 代に入 ると， 日本 の産業 はそれまで の素材型 産業 にかわって組立加工型 産業 が

急速 に成長 したのかo

○ なぜ， 高度成長時代 の中心的産業

だった素材型 産業 は伸び悩 むよ う

になったのか。

○ なぜ，一 方で組立加工型産業が急

速 に輸 出を拡大し， 高成長を実現

で きたのか。

○ なぜ， 消費者の間に小型製品へ の

ニーズが強まったのか。

●　1970 年代 の日本 は， 国際遡貨危機 や ２度 の石 油危機 に

見舞われ，人 々の間に資源有限感が定着し た。 その結果，

社会で は大 量生産・ 大量消費を 見直して省資 源・省 エネ

ルギ ーを追求 する消費志 向が芽生え， エネルギ ー多消費

型 の素 材型産業が伸び悩ん だ。

しかし， 組立加工型 産業は， 経営 努力，質 の高い労 働

力 の存在 とともに， 世界的な省 資源・省 エネルギ ー追求

を背景 とする小型志向 のニ ーズに柔 軟に対応 したので，

売上 げを伸ばし，急速 に成長し た。　 【説明的知識Ｈ】

概

念

探

究

過

程

Ⅲ

８

？

ｎ

情報収集

↓

情報 の分類・

比較

↓

学習問題 の発

見・把握

↓

予想 の提示，

仮説 の設定

↓

検　証

↓

まとめ

・1980 年 代の日本経済の様子を調べ

よう。

な ぜ, 1980 年 代に入ると，生産構 造， 就業 構造 とも第 ３次産業 のウェイトが一段 と高 まり，

産業構造 の川下化 か進んだのか。

○ なぜ， 第２次産業特に資源多消費

型 の素 材型産業は， 生産構造，就

業 構造 とも， その割合が低下し た

のか。

○なぜ，第 ２次産業 に属す る企業 は，

サービス業をはじめとする第 ３次

産業に進出するようにな ったのか。

○ なぜ， 個人消費の高級化・多様化

や 厂モノ離れ」傾向が進んだのか。

＠　1980 年代には，石油危機に端を発した資源・エネルギー

価格 の高騰 による社 会的 な省資 源・ 省エ ネルギ ーの動 き

によって， 資源多消費型 の素材型産業 が伸び悩んだ。

同時 に，人 々 の間 に省資源・ 省エネル ギー志 向が一層

定 着す るとともに， 豊富 で多様 な情報 の普及 など社会的

状況 も絡んで 個人 のニーズや価値観 の変化な どが生 じ，

個人 消費 の高級化・多様化や「モノ離 れ」傾向が進ん だ。

こ のよ うな状況 に対 応して，企業 が知識 や技術 の専門

化 を進 めたり サービス産業を はじめとする新 規事業 に進

出した ので， 生産構造， 就業構 造とも第 ３次 産業 のウェ

イトが高まり， 産業構造 の川下化か進 んだ。

【 説明的 知識Ⅲ】

翌

淙
曹
覧

概 念 探 究 過 程

Ｉ ～ Ⅲ のま と め

( 概 念 的 知 識 の

獲得)

・ これまでの学習を総合し，そこか

らから共 通点 を見つけると，ど の

ようなことがいえるか。

・ これまで の学 習で獲得した説明的知識Ｉ～Ⅲを総合して，

そこから共 通点を見出し，概念的知識を 獲得する

人 間は， 豊富 なものをた くさん使 い，足 りない ものを節約 しようとする意識を持つ。 それは

生産活動や消費ニ ーズとなって表れ，これらが相互に作用する結果， 産業構造は変 容して いく。

設

定

型

問

題

定

立

過

程
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現状 分析

未来予 測 ① （科

学 的 ・合 理 的な

未来予 測）

設 定 型 問 題 の

定 立

・ これから豊富 になると考え られる

もの， 不足すると考えられ るもの

は何か。 現状を見て みよう。

・現 状分析の結果に， 前時まで の学

習 で獲 得した概念的知識を適用す

ると， これからはどのような社会

になると考え られるか。未来予測

してみよう。

これから は，「知恵」，「可 処分時

対 し，「子供」，「 労働者」 が不足し

匹 呂

予測 される。 もし， このような社会

・ 現状 の分析を とおして， これか らの社会で は， 情報， イ

メ ージ， デザイ ンな ど， 広い意 味で の「知恵」 や人々 の

「可処分時 間」，「高 齢者」が豊富 になりつつ あること，

一方「 子供」 や 匚労働者」 が不足しつつあるこ とを知 るo

・ これ からは，「知恵」 や「‾可処 分時間」，「 高齢者」 が豊

富と なり， それ らを た くさん使い，「子 供」， 厂労 働者」

が不足 し， それ らを 節約し大切 にしよう とするライフ ス

タイルが 起こる。 そ して， そ れに対 応し た生 産活動が行

われ， 消費 ニ ーズも高まる社会 が到 来す るだろうことを

予 測で きる。

間」，「 高齢者」 が豊富となり， それ らを たくさん使 うのに

それらを節約 し大切にし ようとする ライフスタイ ルが 起

士 四 大

にな った場合， どのような政策をつくるべ きだろう。

設

定

型

問

題

13

？

ブレーン・ストー

ミ ング によ る未
来予 測

デル フ ァイ 法 の

活 用 によ る予 測

の絞 り込み

未 来 の輪 の 活用

によ る発 生 的連

関の把握

・先 に予 測した社会が到来した場合，

家 庭生 活にどのような影響があ る

か。 また， 社会的に はど のような

変化 が起こると考え られるか。 グ

ループ で自由に推論して みよう。

・先 の段階で， 個人の直観 によ って

自由に推論した項目 について， ど

のくらいの可 能性と重要性があ る

だろう。 数量化して みよう。

・可 能性 の高い推論について，各 グ

ループ ごとに， それがど のような

結果を 招くかを，未来 の輪づ くり

のルールにしたがって導 き出して

みよう。

【「未来 の輪」 の活用による発生的泅

・ 小集団 を組 織し， その中 で， 家 庭生 活へ の影 響や，「 ど

のような事 態が生 起 するか」な ど， 自己が推 論した未来

の社会変 化のようすを自由 に述 べることがで きる。

・ ブレーン・ストー ミングによって自由 に出さ れた推論を，

デルフ ァイ法のア ンケート用紙 に記 入し，可 能性 の度合

を 量ることができる。

・ 小集団で協力 して， ア ンケート の集 計作業を 行うこ とが

できる。

・ デルフ ァイ法によ って 導出さ れた可 能性 の高 い推論 につ

いて，各 グル ープ ごとに未来 の輪づ くり のルール にし た

がって可能 性の輪づ くりを行い， 発生的連 関を把握す る

ことができる。

1関 の把握 の例】8）

Ａ　 厂『知 恵』を 創造す るのは， 生産手 段 は主 に個人に属 すので，生 産手 段 と労 働力が一体化

するだろ う」 について。

A-1　 巨大な施設を必要 とし ないので，建 設需要が減るだろう。

A-1-①　土地開発が減 るだろ う。

- 70 －



追

究

過

程

川

-1-①

A-1　　　'1 “②

-1-③

-2-①

A　A-2 -2- ②

-2-③

A-3　　　-3- ①

-3-②

-3-③

｢未来 の輪｣ の構造

(大項目Ａ の場合)

クロ ス・ イ ンパ

クト ・ マト リ ッ

ク スの活 用 によ

る影 響 のイ ンパ

クト の測定

Ａ↓ ②　あちこ ちに土地空 間がで き， 公園ができるよう にな るだろ う。

A-1-③　建設需要が減 ることで，経 済が徐々に縮小してい くだろ う。

A-2　 在宅で仕事をす る人が増え るだろう。

A-2-①　イ ンターネットな どの通信手 段がますます進展し，そ れを提供 する企業 が成

長 するだろうｏ

A-2-②　交通渋滞や交通機関 の混雑 が緩 和されるだろう。

A-2-③　個人経営 の○○事務所 などが数多 く街に見られるよう にな るだろ う。

A-3　 居住地に拘束さ れることが少 ないので， 地域社会 に関心を持つ人が減 るだろ う

A-3-①　海外移住者が増え るだろ う。

A-3-②　地域的つながりが薄 くなり，地域 のお祭りなど はなくなってい くだろ う。

A-3-③　空き巣など の犯罪や，地域的ト ラブルが増え るだろう。

Ｂ　「可処分時間を一層増 やそうとするサ ービス業が増え るだろ う」 につ いて。

Ｃ　「生き甲斐を持つ高齢者が増え，平均寿 命が伸びるだろう」 について。

Ｄ　「 子育 てに手 間と費用をより多 くか けるようになるだろう」 について。

Ｅ　 匚社会生 活の基盤的 サービス， 特 に都市 の基盤的 サービスを支え る労 働は高価にな るだろ

う」 につ いてo

E-1　 清潔感の行き届い た都市運営が難 しくなるだろう。

E-1-①　都市が雑然とし，荒廃 することになるだろ う。

E-1-②　ゴ ミが今以上 に増え，そ の処理が困 難になるだろう。

E-1-③　公共 機関の利 用者 は減少す るだろ う。

E-2　 移民 が大量に入ってくるこ とにな るだろ う。

E-2-①　国民 の失業 者が増加す るだろ う。

E-2-②　混 血が進むことになるだろう。

E-2-③　外貨 の流出が深刻な問題にな るだろ う。

E-3　 財政 支出が増加すること になるだろ う。

E-3-①　政 府は増 税策をとるようにな るだろ う。

E-3-②　日本 は， いわば「貧しい国」 に転落 し，先進国 とはいえ なくなるだろう。

・ クロス・イ ンパ クト・マト リック
スの手 法を活用して，「未来 の」

輪の段階で全員が合意し た項目 に

つ いて， どれがよりイ ンパ クト の

大きい重 要な項目かを探 って みよ

う。

・ 各グル ープごとに， 算出し た「影

響 の度数」 について，説明を加え

ながら発表しよう。

・マト リックス用紙を活 用して，先 の「未来 の輪」 で導出

され た項目 が， プ ラス効果を もたらすか， マイナ ス効果

をも たらす かにつ いて， 小集団で 話 し合いな が ら，「影

響の度数」を算出するこ とがで きる。

意

志

決

定

過

程
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設 定型 問 題 に対

す る 意 志 決 定

（ シ ナ リ オ ・ プ

ラ ンニ ン グの活
用）

・ これまで の追究の結果を参考 に，

未来 が具体的にどうなるか につい

て のシナリオを作成し，個人ご と

に設定型 問題 に対 する意志決定を

し よう。

【 シナリオ・プラ ンニ ングを活用し た

・ これまで の追 究を踏 まえ， 未来 像を シナリ オとしてまと

め，主 体的に意志決定を行うこ とがで きる。

個人 の主 体性に基づく意志決定 の例】

題:2010 年 の日本

周 囲で 目につく のは，在宅 のまま仕事をしてい る人が たくさん存在しているこ とであ る。多
くの人 が自宅をオフィ スとし，情報 通信機器を巧 みに操りな がら知恵 の創造 に従事して いる。
こ れまでのように，交通渋滞や満員電車 に揺られながら出勤 するようすを 見るこ とはだいぶ減っ

て きた。 また，工 業地帯 も以前 と比 べ， その規模 は縮小して きている。 大規模建設需要 の低下
で， このところ建 設業 界は不況 に苦し み，大 リスト ラ策を 打ち出したというニュ ースを見 た。

一方，最 近で は女性 の活躍 ぶりが 目につ く。 官庁や企業 の女性管 理職の割合は40％ に達 した

そ うだ。 そ の背景 には，可処 分時間を創造 する ための生 産活動が盛 んに行わ れ,女 性の自立が
促さ れると同時に， 代行 サービス業 が成長 し，女 性の家事労 働の負 担が軽 減された ためだ。 し
かし，多 くの人 は自分で食事をつ くることがなくなった ため， これまで当 たり前に食卓 に並ん

でい た伝統的 な家 庭料理を作 れない人 が増え た。 何と 匚きんぴ らごぼう」 や「肉じ ゃが」を知
らない子供が多い そうだ。

また，最近で は「高齢者にやさし く」を モット ーにし た運動が盛 んになっている。福祉関連

の製造業 は成長 ぶりが著しい。企業 などで は， 高齢者の有効活用が検討 されている。しかし，

90年代 に比 べると， 企業の活力が失 われ， 特に肉体労働 の割合が高 い製造業 などで は， 国際競
争力 の低下が深刻 な問 題になってい る。さ らに， 子供の数が減少し， 親が手 間と費用をか けて

育ててい るため，巷で はわがま まな子供が増え ている。 学校で もいじ めが 横行し， やり たい放

題のようだ。しか も， 少年犯罪 も増加 し，90年 代後半の２倍 にものぼって いる。 さらに，子供

の数の減少は， 経済にも深刻 な影響を 及ぼしている。社 会生活 の基盤的 サービスが高価 となり，

労働者 に１日当 たり平均 ３万 円 も支給 するそうだ。 何となく10年前 と比較 すると， 街は騒然 と
し， 荒廃している様子が目 につ く。

以 上が私 か予 測す る2010年 の日本 のシナ リオで す。 私自身，一 番深刻 だと考える のは,子供
の数の減少 に伴 って， 社会基 盤整備 の費用が 高価 となり， 街全体が荒廃す ることです。 私 の考

えとして は，発展途上国 からの労働者を受 け入 れ， 社会基盤の整備 の一端を担 って もらうよう
にすべきだ と考え ます。 そこで， 外国人労働者 の入 国条件を緩やか にし たり，労 働のための長

期の滞在を認めたり，安価な住宅 の供 給を 促進するなどの政策をつく るべきだと思 います。

註） 概念探究過程 の中核 となる問い 概念的知識 一　　 設定型問 題 一　　 例示
下 位の説明的知識を導 く問 い　 ○
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中核となる問い に対応 する知 識　 ●
その他の問いおよび目 標行動　　　・



Ｖおわりに一授業モデルの成果

（１）過去
・現在志向から未来志向への転換

本授業モデルの特質は
，事実認識に基づいて未

来を予測し
，変化を先取りする性格を持つ設定型

問題を定立し
，その追究を中核に据えたところに

ある
。本授業モデルは，これまでの過去・現在の

問題追究を主体とした授業からの転換を図り
，未

来の問題を追究対象とすることで
，未来への主体

性の確立をねらいとした
，いわば未来志向の授業

のおり方を打ち出したところに大きな特質と意義
がある。

（２）社会諸科学の成果に基づく社会認識形成
本授業モデルでは

，設定型問題定立の前段階に

おいて
，３つの概念探究過程を組織し，それぞれ

の過程で説明的知識の獲得を図っている
。このよ

うに
，本授業モデルは，社会諸科学の成果に基づ

く事実認識によって質の高い知識の獲得を図り
，

社会認識形成を保証している
。

さらに
，説明的知識Ｉ～Ⅲから帰納的に導出し

た概念的知識を適用して科学的
・合理的に未来を

推論することで
，設定型問題を定立させている。

以上のように
，社会認識形成を保証するととも

に
，その成果を生かして設定型問題を定立させて

いる
。こうすることで，問題を所与のものとして

ではなく
，合理的にっくり上げ，しかも子どもに

とって現実的で切実なる追究課題にすることを可
能としたところに

，本授業モデルの特徴かおる。
（３）未来学の方法論を活用した設定型問題の追

究

本授業モデルでは
，未来学の予測の方法論を意

図的
・体系的に授業展開に組み込んだ。これまで

の設定型問題を追究対象としている授業実践は
，

子どもの創造性を重視しているものの
，非現実的

で夢を語るにとどまりがちなものが多く見られた
。

こうした課題を克服し
，子どもの創造性を生かし

つつ
，論理的な問題追究のあり方を示すことがで

きたところに
，本授業モデルの成果かおる。

（４）シナリオ・プランニングの活用による開か
れた価値認識形成

本授業モデルでは
，設定型問題の追究を踏まえ

たシナリオ
・プランニングを活用し，それを意志

決定に生かしている。これは，未来で起こりうる

と考えられる多様な可能性を探り
，それを吟味し

た上でシナリオの形で未来像を描き
，それに基づ

いて意志決定するものであるＯ例えば
，授業モデ

ルでも
，小集団で匚未来の輪」の活用による発生

的連関の把握し
，さらにそれらのインパクトの大

小を測定し
，その結果を基盤としながら個人の自

由な解釈によってシナリオを作成している
。そし

て
，それを根拠として設定型問題に対する意志決
定を行っている。
この方法論を示すことで

，従来の授業実践に多

く見られた単に個人の好き嫌いに左右されず
，し

かも
，子どもに開かれた意志決定を保証した学習

過程を提案できたところに大きな成果がある。
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［註］

工）詳細については
，小西正雄匚社会問題科とし

ての社会科
」社会認識教育学会編『社会科教育

学ハンドブック』明治図書, 1994, pp.97-106,
を参照願いたい。

２）このことについては
，堺屋太一著『匚次』は

こうなる』講談社
，工997,

 pp.44-49に詳しい
。

３）このことについては
，佐藤允一著『問題構造

学入門』ダイヤモンド社, 1984, pp.61-63,に
詳しい。

４）同上書, p.62,より抜粋
。

５）概念探究型の基本的学習過程については
，岩

田
一彦編著『小学校社会科の授業設計』東京書

籍, p.58,等に詳しい
。参照願いたい。

Ｏ未来学の一連の予測の方法論については，浜

田和幸著『知的未来学入門』新潮社, 1994,に
詳しい

。なお，その他にも，星野匡著『発想法

入門』日本経済新聞社, 1989,や牧野昇著『先
見力の磨き方』プレジデント社, 1998,等を参
考にした。

７）詳細については
，『知価革命一工業社会が終

わる知価社会が始まるＪＰＨＰ研究所, 1990,
を参照願いたいO
8）大項目Ｂ

，ＣおよびＤに関する発生的連関の
例の詳細については，紙数の関係で省略した。
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